
１ 設置根拠
東京都人権プラザ条例（平成13年条例第103号）

２ 設置の目的等
人権尊重の理念を普及させることにより、人権意識の高揚及び人権問題の解決を図り、

もって都民一人一人の人権が尊重される社会の実現に寄与する「人権啓発の拠点」とし
て、都が平成14年1月に設置

３ 施設の概要
（1）所在地 東京都港区芝二丁目５番６号 芝256スクエアビル１・２階
（2）面 積 1階 約768㎡ 2階 約794㎡
（3）施 設 1階 展示室、セミナールーム、企画展示室、ロビーギャラリー

2階 図書資料室、相談室、事務室

４ 指定管理の実施
（1）指定管理者 公益財団法人東京都人権啓発センター
（2）指定期間 平成30年４月１日～令和10年３月31日（10年間）
（3）業務内容 ①管理、運営 ②プラザの建物維持管理
（4）委託経費 179,182千円（令和３年度）

５ 令和３年度の主な管理状況
（1）施設・設備の保守点検 目視による点検、施設設備等の清掃、

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策
（2）施設の補修・修繕 ウェルカムトイレ（多機能トイレ）にパトライト及び

スピーカーを設置。キヅキタウンのタブレットを修繕

６ 令和３年度の主な運営状況
（1）年間利用者数

利用者合計 1,679人
・展示室入場者数 1,298人
・図書資料室利用者数 381人

（2）展示事業
常設展示・クローズアップの展示の運営
企画展
第１期「読む人権 じんけんのほん “感染症と差別”」(６/11～８/５)
第２期「みんなのスポーツ―可能性のフィールドへ」（９/22～12/24）
メッセージ展「心と体を傷つけられて亡くなった天国の子供たちの

メッセージ展」（８/23～９/３）
第３期「池田宏写真展『現代アイヌの肖像』」（1/14～3/31）

※休館に伴い４月28日（木）まで会期を延長

（3）図書資料等の閲覧・貸出
図書資料（蔵書数 15,700冊（３年度末）） 貸出冊数 433冊
視聴覚教材（DVD等 879本（３年度末）） 貸出本数 48本
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（4）図書資料室附帯事業（全３回）
第１回 「東京都人権プラザ図書資料室 学ぼう、調べよう、人権」（８/30）
第２回 「絵本作家×絵本専門士による対談 『自分らしくお互いを認め合う

社会を生きる子供たちへ』」（12/18）
第３回 「アイヌ民族の伝統文化 アイヌの文様と誇り」 （３/19）

（5）人権問題都民講座（全６回）
第１回「『災害特派員』は何を伝えてきたか～これまでの10年、

これからの10年～」（４/17）
第２回「コロナ禍における人権問題―『自粛』と『自由』をめぐって」（６/19）
第３回「コロナ禍と外国人労働者―技能実習制度を中心に」（８/20）
第４回「Blade for All（ブレード・フォー・オール）

～障害者が楽しく日常的に走れる社会を目指して～」（10/23）
第５回「マイフェイス・マイスタイル～『見た目問題』から考える

コミュニケーション～」（12/18）
第６回「サコ学長が読む『日本の空気』～『多文化共生』はどこまで

進んだか～」（2/12）

（6）人権啓発指導者養成セミナー（全２回）
第１回「多様な教育機会の確保について考える～外国にルーツを持つ

子供たちへの教育実践～」（８/17）
第２回「サステナビリティと人権―実践から知る『ビジネスと人権』」（２/２）

（7）子供人権教室（全２回）
第１回「オンラインで学ぼう！－ほじょ犬が教えてくれるユニバーサルな世界」

（８/21）
第２回「『コロナ禍の子どもを守りたい』オンライン企画

N.Y.在住アーティストと遊ぼう！アートワークショップ」（12/4）

(8) 体験・交流型の新たな事業
発明プロジェクト第１弾：「ウェルカムトイレ」及び「Co-matching wall」

（コマッチングウォール）完成発表イベント
（11/10発表、12/27から公開）

発明プロジェクト第２弾：子どもを中心に、多様な特性を想定した
アクティビティを開発（計３回ＷＳを実施）

（9）人権学習会
団体見学・視察への対応 25団体

(10）人権相談
相談件数合計 1,687件
・一般相談件数 1,369件
・法律相談件数 161件（夜間人権ホットライン13件を含む）
・インターネット法律相談件数 58件
・新型コロナウイルス感染症に係る人権問題に関する専門電話相談 99件
※相談方法別件数（法律相談含む）電話 1,584件、Eメール 92件、文書11件

【資料２】


